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協とかで急にモノが落ちてきたら、パニックになります。だから、当座は の作成でしょう。そして、震災が起きたら理科系のある大学は一度キャンパスを閉めざるを得ないと思います。危険な建物がありま から。あとは、学生の皆さんが、どうやって当座の生活を乗り切るのか、考え ければなりません。 期の授業は
一度休止しなければなりません。今回


























 「法学部は一八〇人位いますが、学生同士やゼミなどの伝手で学生全員の安否を確認しました。やっぱり、学生同士のネットワークと教員のネットワークなど、 色々組み合わせて拾っていき、後はホームページで多重的に対応するとか。また、公共政策大学院自体の震災からの復興は、大学院の研究テーマでもあるわけ す。 だから大学院として手をこまねいてい 訳にはい ない、 という私 判断で、 出来る限
りの対応をし、
















沢賢治の『春と修羅』を読む 、 「東京の避難者たち」が「いまでもまいにち遁げてくる」という詩句があるんですね。岩手まで避難者が来ていたということかもしれません。もし東京や大阪で大地震が起 ったら、 口が半分近くになってしまうかも知れない。今後、より規模の大きい地震が起こったときに、どうお互い助けあうの
か、 それが
問われます。 関西は、 関西の 「絆」
が強い
と思いますから、ぜひ今回の震災を機に















例えば、院長が懸念していた授業中の大地震に備え、万全の態勢をとっている大学は、果たして関西にどれだけあるのだろうか。 のみならず、大学が社会 対し、 「災前・災後」でどのような貢献ができるかについても、議論しなければならない。その
意味において
、東北大公共政策大
学院の震災下で 一連の取組は 公共政策大学院の存在意義を再認識させるのに格好の事例ったと言える
だろう
。 こうした先例に倣いつつ、
京大公共もまた、教職員・ 生の各人が、来るべき東南海地震に備え、果たしうる責務て模
索を続けることが求められるのではなかろ
うか
。
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